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第５学年 体育科学習指導案 

 

令和５年９月 20日（水）５校時 

第５学年１組 39名 

 

 

１ 単元名 Ｃ 陸上運動 

エ 「走り高跳び」 

 

２ 単元の目標 

  ・リズミカルな助走から踏み切って跳ぶことができるようにする。（知識及び技能） 

  ・自己の能力に適した課題解決の仕方、競争や記録への挑戦の仕方を工夫するとともに、自己や友

達の考えたことを他者に伝えることができるようにする。（思考力，判断力，表現力等） 

  ・走り高跳びに積極的に取り組み、約束を守り助け合って運動したり、勝敗を受け入れたり友達の

考えや取り組みを認めたり、場や用具の安全に気を配ったりすることができるようにする。（学び

に向かう力，人間性等） 

 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①走り高跳びの行い方を言っ

たり、書いたりしている。 

②はさみ跳びで、リズミカルな

助走で、上体を起こして力

強く踏み切り、足から着地

することができる。 

①自己の能力に適した課題を

見付け、課題に応じた練習の

場や、段階を選んでいる。 

②自己や友達の動きの変化や

伸びを見付けたり、考えたり

したことを他者に伝えてい

る。 

①走り高跳びに積極的に取り

組もうとしている。 

②場の危険物を取り除いたり、

走り高跳びの場を整備した

りするとともに、用具の安全

に気を配っている。 
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４ 児童の実態 

〈実態調査より〉 

【方法】タブレットでの質問調査 

  【実施日】令和５年９月 11日 

  【対象】第５学年 児童 77名 

  【単位】％ 

    

質問①体育の授業は楽しいと思いますか。 

 

質問①の理由 

「楽しい」「やや楽しい」 

・みんなで協力し、楽しく思いっきり体を動か

すのが楽しいから。 

・みんなと一緒に協力して動くから。 

・運動すると、スッキリするから。 

・運動が好きだから。 

・できなかったことが少しずつでもできるよ

うになると、楽しいから。 

 

「あまり楽しくない」「楽しくない」 

・得意でないから。 

・運動があまりできないから。 

・体が硬いから。 

質問②陸上運動は好きですか。 

 

質問②の理由 

「好き」「やや好き」 

・走るのが好きだから。 

・遊んでいる時によく走るし、鬼ごっこが好き

だから。 

・練習していたら、足が速くなるから。速く走

れると嬉しい。 

・自分の特技を見付けたり、友達の特技が見付

けられるから。 

・タイムが縮まるのが嬉しいから。 

・ハードル、20ｍシャトルランが好きだから。 

・走ったり跳んだりすると、気持ちがよくなれ

るから。 

「あまり好きではない」「好きではない」 

・走ることが苦手だから。 

・なかなかできなくて、周りと比べてしまうか

ら。 

楽しい

59%

やや楽しい

31%

あまり楽しく

ない

9%

楽しくない

1%

好き

30%

やや好き

35%

あまり好

きではな

い

24%

好きでは

ない

11%
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・得意な人と比べたら全然上手くないから。 

質問③走り高跳びは好きですか。 

 

 

 

質問③の理由 

「好き」「やや好き」 

・ジャンプするのが楽しいから。 

・目標記録を達成出来るととても嬉しいから。 

・友達とやって跳べた時の嬉しさが、倍になる

から。 

・どの位跳べたかが分かりやすいから。 

 

「あまり好きではない」「好きではない」 

・リズムや足の動きが難しいから。 

・当たると、痛いから。 

・着地が心配でけがをするかもと思うから。 

・転びそうでこわいから。 

・跳べないから。 

質問④自分のめあてを立てて体育の学習に取り組ん

でいますか。 

 

質問④体育の授業で、できなかったことができ

るようになったきっかけは何ですか。

（複数回答可） 

・授業中に友達に教えてもらった。      31.4％ 

・先生や友達のまねをした。         48.5％ 

・授業中に先生にコツやポイントを教えてもらった。 

37.1％ 

・自分の動きを撮影した動画を見た。     2.8％ 

・コツやポイントが分かる本や動画を見た。  11.4％ 

・授業外に自分で練習した。         34.2％ 

・自分に合った練習場所が用意されていた。  25.7％ 

・授業外で友達に教えてもらった。      5.7％ 

・できるようになったことがない。      5.7％ 

質問①から、約 90％の児童が体育を楽しんでいることが分かる。もともと運動が好きである児童もい

るが、「友達と協力すること」、「体を動かすことが楽しい」といった理由を挙げる児童が多かった。しか

し、質問②の結果から、陸上運動となると、「速く走れない」、「苦手」といった理由で、消極的に捉えて

いる児童が多いことが分かる。友達と比べて、やる気をなくしている児童も目立つ。質問③でも同様に、

走り高跳びそのものに苦手意識をもっていたり、失敗したときの痛みを経験したりしている児童がおり、

体育全体と比べると、消極的な傾向があると分かる。 

また、質問④からは、あまり立てていない、立てていない児童が 28％と多くいることが分かる。質問

⑤より、友達に教えてもらったり、よい動きをまねしたりして、できるようになったと感じた児童が多

いと分かる。 

好き

34%

やや好き

28%

あまり好き

ではない

25%

好きでは

ない

13%

立てている

25%

時々立て

ている

47%

あまり立て

ていない

26%

立ててい

ない

2%
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共有ノートを活用して、技能のポイントを共有することや課題別練習の場所を設定することで、めあ

てを立てやすくし、児童同士の教え合いが活発になるようにしていく。 

 

５ 研究主題に迫るための手だて 

 （１）運動の特性 

   ①走り高跳びの特性 

・仲間と高さを競い合ったり、自己の目指す記録を達成したりすることの楽しさや喜びを味わ

うことのできる運動である。 

・走る、跳ぶなどの運動で体を巧みに操作しながら、合理的で心地よい動きを身に付けること

ができる運動である。 

 

   ②児童からみた特性 

○記録が分かりやすく、目標をもちやすい運動である。 

○友達と競い合ったり、記録に挑戦したりするのが楽しい運動である。 

△バーに当たると痛い。 

△道具が多く、準備に時間がかかって大変である。 

 →動きづくりの場・課題別練習では、バーの代わりにゴムひもを活用し、痛みなどの不安が

ないようにする。 

 

【準備運動後に行う動きづくりの場】 

舞
台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肋

木 

肋

木 

５
歩
の
リ
ズ
ム 

足
の
振
り
上
げ
と
入
れ
替
え 

助走から高くジャンプ（ハイタッチ） 

抜き足と安全な着地 
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（２）手だて 

   ①課題をもつための手だて 

 ・ノモグラムの活用 

   ノモグラムを活用して、児童が自分の身長と 50ｍ走のタイムから目標値を算出し、記録か

ら得点を求められるようにすることで、自己の能力に見合った目標を設定やすくしたり、そ

れに向けた課題設定をしたりできるようにする。 

 

目標値＝身長×0.5－10×50m走タイム＋120  

得点 自分の記録－ 

目標の記録 

１０ ０～ 

９ －２～－１ 

８ －５～－３ 

７ －８～－６ 

６ －１１～－９ 

５ －１４～－１２ 

４ －１７～－１５ 

３ －２０～－１８ 

２ －２３～－２１ 

１ ～－２４ 

 

 ・課題別練習場所の設定 

   課題別の練習の場を設定することで、自己の課題を解決するための練習を選んだり、新た

な課題を見付けたりすることができる。課題別練習の時間を設け、自己の課題発見・解決に

向けて取り組む時間とする。 

【練習の場の例】 

踏み切り板跳び ダブルバー クロスバー アクセント跳び ２歩目 

    

踏み切り時の後傾

姿勢と膝を伸ばし

た踏み切りにより、

体を起こして回転

を生かしたジャン

プができるように

なる。 

大きな跳躍と抜き

足を横に開くよう

に抜く動きを身に

付けることができ

る。 

ゴムの傾斜を意識

することで振り上

げ足を高く上げた

り、抜き足を胸に引

き付けて抜いたり

することができる

ようになる。 

５歩のリズムを取りやすくすると

ともに、助走のスピードを生かした

ジャンプができるようになる。 

（状況に応じて３歩目にアクセント：助

走から踏み切りの切り替えにより、力強

いジャンプができるようになる。） 
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   ②学び合うための手だて 

・ロイロノートの共有機能を活用した児童による資料の作成。 

   走り高跳びのポイントとなる動きが示された図や絵をロイロノートで共有し、調べて分か

ったことや気付いたことを次々に書き込ませ、自己の課題として意識しやすくする。また、

学び合いや教え合いの際にも活用させる。課題別練習やチャレンジタイムに活用できるアド

バイスの例としても示していく。 

 

・助言をしやすい立ち位置の工夫 

課題別練習中・チャレンジタイム中は、常に支柱の両横に 1人ずつ立つようにし、順番待

ちをしている児童も、バーから見てマットの反対側にいるようにする。列を作って順番待ち

をするのではなく、1人 1人がアドバイザーとして参加する機会をもたせる。 

  

       が立ち位置 

 

 

 

 

・チームの記録の点数化 

      記録を点数化し、その点数をチームで合計する。チームで競い合うことで、チーム内で教

えたり、アドバイスをもらおうとしたりなど、学び合いの必然性を生ませたい。 

 

   ③その他 

・ゴムバンドの活用（踏み切り足の確かめ） 

   児童の中には、踏み切り足と振り上げ足の区別が付かず、左右どちらから助走に入るかを

決められなかったり、踏み切り足が決まっていても、反対向きで助走してしまったりするこ

とも予想される。そこで、児童一人一人に足首に着けられるゴムバンドを活用する。第１時

で、どちらの足が踏み切り足なのかを確かめ、その足にゴムバンドをつけるようにする。ゴ

ムバンドを見ることで、踏み切り足の目印となり、周りの仲間、教師からも指導・助言がし

やすいようにする。また、５歩助走の一歩目の足の目印としても活用できる。 

 

 

 

 

 

支柱からは距離をとる。 



 

 

６ 指導と評価の計画 第５学年（全７時間） 

時間 １ ２ ３ ４ ５（本時） ６ ７ 

ね
ら
い 

自己の記録を知り、課

題を見付けたり、目標

をもったりする。 

自己の課題に見合った練習場所を選び、解決したり新たな課題を見付けたりする。 自己の能力に適した競争のルールや

記録への挑戦の仕方を選ぶ。 

学
習
内
容 

１学習内容の確認 

 

２準備運動 

 

３場の準備 

（チャレンジタイム） 

場の作り方を共有 

 

４やってみる。 

（チャレンジタイム） 

 

 

 

５学習課題の共有 

（ノモグラムの紹介） 

 

 

 

６片付け・整理運動 

 

７振り返り 

 

１場の準備（動きづくり）（第２時でそれぞれの動きの目的や準備の仕方を共有） 

 

２リズムウォーミングアップ 

 

３課題の共有 

 

４動きづくり 

 

５課題別練習 

・自己の課題にあった練習の場を選択し、練習に取り組む。 

 

 

 

 

６チャレンジタイム 

・グループごとに、時間内で測れるだけ測り、記録とする。 

 

 

７片付け・整理運動 

 

８振り返り 

１第５時までの学習の確認 

２場の準備 

３準備運動・動きづくり 

４学習のまとめの活動 

・記録会 

 

評
価
の
重
点 

知   ①   ② ② 

思    ② ①   

主 ② ①    ①  

 

 

課題別（第２時でそれぞれの練習の準備の仕方や、目的、方法を共有） 

・助走 ・踏み切り ・着地 

高
－
７

 



 

 

第６学年（全７時間） 

時間 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

ね
ら
い 

自己の記録を知り、課

題を見付けたり、目標

をもったりする。 

自己の課題に見合った練習場所を選び、解決したり新たな課題を見付けたりする。 自己の能力に適した競争のルールや

記録への挑戦の仕方を選ぶ。 

学
習
内
容 

１学習内容の確認 

 

２準備運動 

 

３場の準備 

（チャレンジタイム） 

・場の作り方を共有 

 

４やってみる。 

（チャレンジタイム） 

 

 

 

５学習課題の共有 

（ノモグラムの紹介） 

 

 

 

６片付け・整理運動 

 

７振り返り 

 

１場の準備（動きづくり）（第２時でそれぞれの動きの目的や準備の仕方を共有） 

２リズムウォーミングアップ・動きづくり 

３課題の共有 

４課題別練習 

・自己の課題にあった練習の場を選択し、練習に取り組む。 

 

 

 

 

 

５チャレンジタイム 

・グループごとに、時間内で測れるだけ測り、記録とする。 

 

６片付け・整理運動 

７振り返り 

１第５時までの学習の確認 

２場の準備 

３準備運動・動きづくり 

４学習のまとめの活動 

・記録会 

・チーム対抗戦 など 

評
価
の
重
点 

知 ① ②   ②  ① 

思   ①   ②  

主    ②  ①  

課題別（第２時でそれぞれの練習の準備の仕方や、目的、方法を共有） 

・助走 ・踏み切り ・空中姿勢 ・着地 

高
－

8
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７ 本時の学習（５／７時間） 

（１） 本時の目標 

・課題に応じた練習の場や、段階を選ぶことができるようにする。（思考力，判断力，表現力等） 

（２） 本時の展開 

時 学習活動   ＊指導上の留意点    ☆評価【方法】 

０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25 

 

 

 

 

35 

 

 

１ 場の準備 

２ リズムウォーミングアップ・動きづくり 

 

 

 

３ 課題の共有 

 

 

 

４ 課題別練習 

・自己の課題にあった練習の場を選択し、練

習に取り組む。 

 

 

 

 

 

＊ 助走の仕方や、着地について、よい動きを全

体で共有する。 

 

 

５ チャレンジタイム 

・グループごとに、時間内で測れるだけ測り、

記録とする。 

 

 

６ 片付け・整理運動 

 

７ 振り返り 

＊ 数人発表する。 

＊安全に配慮して運ばせる。 

＊主運動につながる動きを取り入れた準備

運動、動きづくりをポイントを意識して行

うようにさせる。 

 

＊自己の学習課題と、友達の学習課題を確認

し合わせることで、協同的に学習課題を解

決することができるようにさせる。 

 

＊自己の課題にあった場を選択し練習でき

るようにさせる。前時の学習カードに、練

習で意識してほしいことを書き込んで送

り返しておくことで、児童が授業前に確認

できるようにする。 

＊課題を達成していたり、違う課題があった

りする児童には、別の場での練習を提案す

る。 

＊児童の定着状況について見取り、踏み切り

などについても適宜指導する。 

☆自己の課題に応じた練習の場や、段階を選

んでいる。（思考・判断・表現）【観察】 

＊口伴奏や助言をしている児童を称賛する。 

＊協力して測れるように決まったグループ

で行わせ、役割分担ができるようにする。 

（技能や実態から、グループ分けをする。） 

＊安全に気を付けて運ばせる。使った部位を

ほぐさせる。 

＊めあての達成度、学んだこと、うまくいっ

たことを振り返らせる。振り返りに動画を

張り付けて提出させる。 

☆次時の課題を見付けている。（思考・判断・

表現）【観察・タブレット】 

 


